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東日本賃貸住宅本部

多摩大学

多摩市

多摩大学、多摩市並びに独立行政法人都市再生機構東日本賃貸住宅本部（以下「ＵＲ都市機

構」）は、多摩大学に在学する学生のＵＲ賃貸住宅への居住促進により、多摩地域の活性化及びそ

の担い手の育成という地域の課題の解決を推進するため相互に連携・協力することに合意し、多摩

市役所にて平成 27 年 2 月 24 日（火）に連携協定書を締結いたしました。

多摩大学久恒啓一経営情報学部長（左）と多摩市永尾副市長（中）と UR 都市機構坂口多摩エリア

経営部長（右）

【お問い合わせ先】

●ＵＲ都市機構 東日本賃貸住宅本部

多摩エリア経営部 団地マネージャースタッフ 矢野（電話）042－521－5555

総務部 総務・法務チーム 広報担当 冨松（電話）03－5323－2555

●多摩市

企画政策部 企画課 担当：小形（電話）042－338－6813

●多摩大学

経営情報学部 学長室事務課 高野（電話）042－337－7300

多摩ニュータウンで多摩市・多摩大学・ＵＲ都市機構が連携協定書を締結

～学生のＵＲ賃貸住宅への居住促進による地域活性化等の推進～
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＜参考：多摩大学が多摩ニュータウン地域で実施する地域活動例＞

多摩大学は、地域の方々と連携し、ここでお示しする例のような様々な連携活動を実施してまいり

ます。今後とも、本連携協定の趣旨を踏まえ、地域の方々の要望も伺いながら、積極的に地域活動

を展開していく予定です。

１ 地域の子供向けイベントへの参画

大学で学んだ問題解決の知恵と、学生ならでは

の新鮮な発想力を活かして、地域の様々なイベント

に参画し、企画段階から実施段階まで様々な場面

で積極的な活動を展開します。たとえば、地域の夏

祭りで子供向けイベントを企画段階から担当するほ

か、連光寺児童館が聖ヶ丘地区で実施する移動児

童館でもボランティアとして活動しています。

こうした活動を通じて、地域の「お兄さん、お姉さ

ん」として、子供たちの安全・安心の確保と健やか

な成長に貢献していきます。

２ 多摩大学ハイブリッドメディア研究会による地域情報の発信

多摩大学では、学生が、動画などコンテンツの

制作スキルを養いながら、地域の名産品、地域の

観光資源などを取材、編集し、インターネット等で発

信する「ハイブリッドメディア研究会」を立ち上げ、情

報発信面での地域貢献に力を入れています。

多摩ニュータウン地域を中心とした地域の情報

を地域内外に発信し、地域活性化につなげていくと

ともに、取材を通じて地域との連携を深め、コミュニ

ケーション力、地域が抱える問題への気づきなど実

践的な学習の機会としていきます。

                    

ハイブリッドメディア研究会

企画・編集会議の様子

移動児童館でのボランティアの様子



■参考：多摩市内のＵＲ賃貸住宅の一覧

団地名 戸数

聖蹟桜ヶ丘ビュータワー 144 戸

多摩ニュータウンエステート愛宕 29 戸

多摩ニュータウンエステート貝取-1 18 戸

多摩ニュータウンエステート鶴牧-5 28 戸

多摩ニュータウンエステート聖ヶ丘-2 48 戸

多摩ニュータウン落合六丁目ハイツ 54 戸

多摩ニュータウン貝取 434 戸

多摩ニュータウングリーンヒル豊ヶ丘-1・2 167 戸

多摩ニュータウンステラ聖ヶ丘 34 戸

多摩ニュータウン諏訪（グリーンメゾン諏訪-2） 607 戸

多摩ニュータウン諏訪一丁目ハイツ 143 戸

多摩ニュータウン豊ヶ丘（グリーンメゾン豊ヶ丘-6） 897 戸

多摩ニュータウン永山（永山二丁目） 3,302 戸

多摩ニュータウンプラザ唐木田 106 戸

多摩ニュータウンプラザ永山 133 戸

多摩ニュータウンメゾン聖ヶ丘-1 119 戸

多摩ニュータウンライフステージ豊ヶ丘-1 39 戸

百草 2,028 戸

多摩市内計 8,330 戸


